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たんぽぽ教室ってなに？ 

 令和７年度の「たんぽぽ教室」が始まりました。たんぽぽ教室では、友達や本校の教師と一緒に様々な

遊びをします。親子で参加していただくことで、より安心して遊びに参加でき、保護者の方は遊びの中で

の配慮などについて知ることができます。 

 たんぽぽ教室の主な活動内容を紹介します。毎月、同じような流れで行っています。 

 

 

① はじめの会           ②リズム体操や手遊び歌          ③絵本の読み聞かせ 

 

 

 

 

 

 

 

④ メインの活動（２ヶ月ごとの内容）          ⑤ 自由遊び、おわりの会 

 

 

 

 

 

 

感覚遊びってなに？ 

 ７月と８月は感覚遊びで、水遊びを行いました。感覚遊びでは、身体の様々な感覚を使って遊びます。こ

の時期の水遊びがその１つです。水遊びでは、全身で水の冷たさや流れを感じることができます。水面が

キラキラと光る刺激、ちゃぷちゃぷ、じゃーという音の刺激、水をすくったりこぼしたりする動き、リラックス

効果などたくさんの要素が含まれています。 

 今回の水遊びでは、大きなプールの中にクリスタルストーンを沈めました。水遊びで手足を動かしている

うちに自然と手が触れます。「なにかある！」と気が付き、手探りでプールの中を探します。水の中に沈める

ことで、水の流れとともにストーンも流れていくので、より一層手探りで探すようになります。この探索する

力は見えにくさのある子どもには大切な力です。このように遊びの中で様々な感覚を育てていきます。 

 水遊びをするとなると準備が色々と必要ですね。バギーに乗っている子でも気軽に楽しめるように、洗面

器に水を張り、手や指に優しくかけたり、密封袋に水を入れ、袋の上から水の感覚を楽しんだりすることも

十分な感覚遊びになります。 

令和７年８月 28日 

福岡県立柳河特別支援学校 

みんなで、たんぽぽ教

室のお歌を歌います。 

名前呼びで、友達や先

生の名前を知ります。 

歌やリズムに合わせて 

「立つ」「座る」等の基本

の動作や言葉に触れま

す。季節の歌に合わせ

て、手遊びをします。 

見やすい、分かりやすい

絵本の読み聞かせをし

ます。絵本を通して、事

物や言葉への興味を広

げます。 

 

見やすい、分かりやすい

配慮のある環境での感

覚遊びや運動遊び等を

行います。 

友達や教師と一緒に 

好きな遊びをします。 

担当者と保護者同士で 

話しながら交流します。 

最後に歌を歌います。 


